
活断層・古地震研究報告，No. 11, p. 151-175, 2011

151

１．はじめに

これまで地震調査研究推進本部は，主として陸域

に存在する 110 の主要活断層帯を対象として調査を

実施し，その成果に基づき活断層で発生する地震の

長期評価や強震動評価を公表してきた（地震調査研

究推進本部，2011，2010）．
一方，近年，日本の沿岸海域においては，2005 年

福岡県西方沖の地震，2007 年新潟県中越沖地震など，

被害を伴う地震が発生している（地震調査研究推進

本部，2005，2007）．前述した 110 の活断層帯の中に

は，地質構造としては海域部まで連続しているにも

かかわらず，その部分における断層の分布，性状，

活動性が明確になっていないものがある．このよう

な活断層帯においては，陸域部と海域部が一体となっ
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period.
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て活動した場合，これまで想定されている地震規模

よりも大きな地震が発生し，深刻な被害が生じる可

能性もある．

以上のような点を踏まえ，本研究においては，文

部科学省委託「沿岸海域における活断層調査」の一

環として，福井平野東縁断層帯海域延長部における

断層の分布，性状，活動性を明らかにすることを目

的として海底活断層調査を実施した．

２．調査地域の概要

調査地域周辺の地形，活断層分布に関する概要を

第 1 図に示す．図中の活断層分布については，海上

保安庁海洋情報部（2004），地震調査研究推進本部

（2004）を参照した．
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本調査海域の陸側にあたる福井平野は福井県北部

に位置する南北に細長い沈降性のくぼみに形成され

た沖積平野である．福井平野の東方の山地には，主

に中新統が分布しているが，沿岸部では中新統の分

布が狭く，主として段丘堆積物や砂丘堆積物が広く

分布している（鹿野ほか，1999）．平野の東縁には福

井平野東縁断層帯と呼ばれる東側隆起の活断層群が

あり，山地（加賀越前山地，越前中央山地）と福井

平野とを区切っている．また西縁にも重力探査など

から断層が推定されている（小林ほか，2001；鹿野

ほか，2007）．
昭和 23 年（1948 年）6 月 28 日，福井平野東部を

震源とするマグニチュード 7.1 の福井地震が発生し

た．この地震では明瞭な地表地震断層は現れなかっ

たが，福井平野東部を中心に地割れなどの地変が現

れ，小笠原（1949）は氾濫原，扇状地を横切る位置

に2列の“深部断層”を図示した．GHQの報告書（Office 
of the Engineer, General Headquaters, Far East 
Command，1949）では，水準測量および三角測量に

より，福井平野東部に南北に延びる断層を推定し，

Tsuya（1950）は北北西－南南東方向に延びる地割れ

地帯が測量で示された隆起／沈降境界と一致するこ

とから，この方向が地表地震断層の走向と推定して

いる．また活断層研究会（1980）は，小笠原（1949）
を基に地表地震断層として“福井地震断層”および“福

井東側地震断層”を示している．

福井地震断層の東側には，地震断層と平行に 2 列

の東側隆起の活断層群が分布している．西側の低地

と丘陵との境界をなす断層群は，南側より篠岡断層，

瓜生断層，細呂木断層，見当山断層，東側の丘陵と

山地の境界をなす断層群は松岡断層，剣ヶ岳断層，

これら断層群と斜交する北東－南西走向，北西側隆

起の断層は青ノ木断層である．これら活断層の最新

活動時期についてはほとんど明らかにされていない

が，廣内ほか（2008）は瓜生断層沿いのトレンチ調

査で約 3000 年前以降，約 2700 年前以前としている．

また福井県（1998）は，篠岡断層沿いのトレンチ調

査で，13 世紀後半～15 世紀に噴礫を伴う液状化が生

じたことを見出し，山本（2010）は篠岡断層の南方

延長部で礫層の変位を確認し，11～13 世紀ないしそ

の直前の活動を示唆している．なお東側の松岡断層，

剣ヶ岳断層の活動時期については明らかにされてい

ない．

海域においては，海上保安庁海洋情報部（2004）
が加賀市沖の剣ヶ岳断層のほぼ延長部に長さ 7 km 程

度の北北西－南南東走向で西落ちの断層を報告して

いる．また，あわら市沖に撓曲帯も含めて長さ 5 km
程度の北北西－南南東走向で西落ちの断層を報告し

ている．地震調査研究推進本部（2004）では前者の

断層を「加賀市沖の断層」，後者を「三
み

国
くに

町
ちょう

沖の断層」

と呼んでいる．

地震調査研究推進本部（2004）は福井平野東縁に

分布する断層帯を主部と西部に区分し，それによる

と同断層帯主部は加賀市沖の断層，剣ヶ岳断層，見

当山断層，細呂木断層，瓜生断層，篠岡断層，松岡

断層の 7 つの断層から構成され，左ずれで東側隆起

の逆断層，長さは約 45 km とされている．さらに，

2009 年に断層の評価を一部改訂して，上下成分の平

均変位速度は 0.2～0.5 m/ 千年，平均活動間隔は，

7000～1800 年程度もしくはそれ以下としている（地

震調査研究推進本部，2009）．
一方，福井平野東縁断層帯西部は，1948 年福井地

震断層，三国町沖の断層，青ノ木断層から構成され

る長さ約 33 km の左横ずれ断層とされている（地震

調査研究推進本部，2004）．平均変位速度は0.1～0.2 m/
千年，最新活動時期は 1948 年福井地震とされている

（地震調査研究推進本部，2004）．

３．調査の概要

本調査においては，海上保安庁海洋情報部（2004）
によって報告されている福井平野東縁断層帯主部海

域延長部の“加賀市沖の断層”，同じく西部海域延長

部“三国町沖の断層”を主な調査対象として，音波

探査，精密地形調査，底質採取調査を実施した．

音波探査は，浅層部の断層形状，累積性を議論す

るためのブーマーを音源とした高分解能マルチチャ

ンネル音波探査（対象深度海底面下約 50 m）を主体

として実施した．測線は，福井平野東縁断層帯の走

向方向に直交する NE-SW 方向（FKI1～9），それら

に直交する NW-SE 方向（FKI101），断層端部を確認

するための E-W 方向（FKI201～202）に設定した．

また 1 測線については，福井平野東縁断層帯の全体

像を把握するため，本断層帯主部の海域延長部から

断層帯西部の 1948 年福井地震断層海域延長部に至る

測線において，エアガンを音源とした 48 ch マルチ

チャンネル音波探査（対象深度海底面下約 800 m）

を実施した（FKI 8 M）．また，海上保安庁海洋情報

部（2004）によるスパーカーを音源とした音波探査（対

象深度海底面下約 150 m）のデータについても，適

宜再処理を実施し参照した．

沿岸部において基盤が露出し音波探査による断層

の把握が困難な領域においては，陸域から海域に至

る断層の連続性を把握するため，マルチビーム測深

機 SEABAT7101 を使用して精密な地形調査を実施し

た．

音響学的層序の地質年代を把握するための柱状採

泥については，上述の音波探査結果に基づき採取地

点を選定した．また，本調査海域の海底堆積物が砂

質であることが予想されたため，泥質堆積物採取に

有効なピストンコアは用いず，バイブロコアラーを

使用した．

本調査で実施した調査項目と数量を第 1 表に，音

波探査の探査仕様を第 2 表にまとめる．また，各音
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波探査の測線，採泥地点，精密海底地形調査実施範囲，

既往文献に記載されている断層分布を第 2 図に示す．

４．調査結果の概要

4.1 音響層序の年代対比

本調査海域においては，海上保安庁海洋情報部

（2004）が音波探査記録に基づいてⅠ層～Ⅶ層に層序

区分を行なっている．本調査における音波探査記録

の地質解釈においても，基本的にはこの層序区分に

従った．ただし，本調査で実施したブーマーを用い

た高分解能マルチチャンネル音波探査の記録断面で

はB1層を 3層に，B2層を 2層に細分化が可能であり，

上位から順に A, B1-1, B1-2, B1-3, B2-1, B2-2, C, D1, 
D2, D3 の 10 層に区分した．この層序区分と周辺陸

域の地質層序（鹿野ほか，1999；福井県，2010），海

上保安庁海洋情報部（2004），海洋地質図「ゲンタツ

瀬」（山本ほか，2000）を対比した結果を第 3 表に示

す．

本調査で A 層を対象として実施した底質採取

F2a-3 地 点 で は， 海 底 面 か ら 103 cm，108 cm，

122 cm のところから採取された炭質物や植物片を用

いて測定した 14C 年代値は，それぞれ 8,790±50 yBP，
7,970±50 yBP，7,840 ±50 yBP であった（第 4 表，第

3 図）．さらに，同じく A 層の底質採取 FI10 地点では，

海底面から 125 cm までの中粒砂層の下位に層厚約

50 cm の粘土層があり，その粘土層最上部と中位に

火山灰が濃集してラミナを形成している（第 3 図）．

これら 2 か所から採取された火山灰試料は，火山ガ

ラスの形態（吉川，1976）と屈折率，重鉱物組成（第

5 表），採取位置が福井沖海底であること，火山灰試

料よりも下位層から採取された植物片の 14C 年代

（9,030±50 yBP）を考え合わせ，約 10,700 年前に韓

国鬱陵島火山の噴火によって供給された鬱陵隠岐火

山灰（U-Oki）（町田ほか，2003）と判断した．したがっ

て，A 層は主として完新世の堆積物と考えられる．

本調査海域では B 層以下の地層の直接的な年代は

得られておらず，音響層序と年代の対応付けは陸域

地質ならびに既存資料からの推定の域を出ない．し

かし，本海域に見られる最上位の不整合面（A 層基底）

に関しては，それより上位から採取した柱状コアか

ら得られた 14C 年代値や火山灰層の対比から，最終

氷期の最大海退期の侵食面と考えるのが妥当である．

4.2 地質構造と断層分布

本調査で実施した音波探査の反射記録断面より，

前述の音響学的層序区分に基づいて作成した海底地

質構造図を第 4 図に示す．また，各測線において断

層に伴う変位・変形が認識された位置，その変位・

変形が及んでいる層準を第 5 図に示す．さらに各測

線において認識された変位・変形の連続性を地質構

造等に基づいて検討した結果を第 6 図に示す．

福井平野東縁断層帯の全体像を把握するために実

施した FKI8M 測線（第 7 図）の SP500 付近に，浅

部では 2 本に分岐してグラーベン状の構造を呈しつ

つ，北東側を隆起させる逆断層が認められる．この

断層が福井平野東縁断層主部海域延長部に相当する．

一方，福井平野東縁断層西部の延長部にあたる

SP1550 付近には断層は認められず，南西方向に向

かって D 層上面が緩やかに浅くなる．SP750 付近お

よび SP900 付近には D2 層上面に反射面の不陸が確

認されるが，前述の福井平野東縁断層主部海域延長

部に相当するような大規模な変形構造は確認されな

い．測線の南西端付近の SP2700 付近にも北東側上

がりの逆断層が認められるが，本調査の対象範囲外

となっておりその連続性は不明である．

測線 FKI18M の SP500 付近で認められた北東側を

隆起させる断層は，ブーマーを音源とした FKI3 測

線（第 8 図）の SP1396 や FKI4 測線（第 9 図）の

SP1596 では A 層および海底面を変位させる明瞭な

撓曲として確認される．FKI3 測線より陸側の反射断

面では明瞭な断層は認められないものの，FKI2 測線

（第 10 図）では断層延長部付近に A 層基底面が北東

側に落ち込む構造が認められる．

福井平野東縁断層主部海域延長部にあたる沿岸部

で実施した地形調査では明瞭な断層地形は確認でき

ないものの，地形調査範囲中央部の D1 層露岩域の

南西縁には，上述した FKI3 測線および FIK4 測線に

おいて北東側が上昇する断層の存在が認められてい

る（第 11 図）．この断層が位置する西側では，水深

30 m 以深の等深線が緩く北北西へ凸状に湾曲し，海

底面の撓曲変形を示唆している．また，海岸から

1 km 程度の範囲において，地形調査範囲の北東側は

複雑な地形を呈しており，陸域の地質分布からは D1
層露出域と推定される（第 11 図）．すなわち，D1 層

の分布は，断層の延長部を境にして北東側が浅くなっ

ていると考えられ，本断層と陸上部の断層（福井平

野東縁断層主部）の連続性が示唆される．

この北東側が隆起する構造は，FKI5 測線では

SP1100～SP1500 付近に認められる複数の並走する断

層によって形成されている（第 12 図）．それより沖

では北方へ向かって堆積層の変形が弱まりながら少

なくとも FKI8 測線（第 13 図）までは連続する．一方，

FKI6 測線（第 14 図）では，上述した北東側を隆起

させる断層群の南西側に分岐断層が認められる．分

岐断層は FKI7 測線～FKI9 測線においても追跡され

るが，海上保安庁海洋情報部（2004）の No. 11 測線（第

15 図）では認識されない．

福井平野東縁断層帯西部海域延長部においては，

南西側落ちの断層が FKI2 測線（第 16 図），FKI3 測

線（第 17 図）の 2 測線で確認される．より沖側の

FKI4 測線（第図 18）では断層は確認できないものの，

さらに北側の海上保安庁海洋情報部（2004）の

No. 25 測線（第 19 図）では断層に伴う西落ちの変形

構造が再び認められる．
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５．考察とまとめ

調査の結果，陸域を含む断層長に関しては福井平

野東縁断層帯主部は約 45 km、福井平野東縁断層帯

西部は約 33 km となり，従来の評価と変わらない．

断層分布については加賀沖の断層から沖合に向かっ

て分岐する断層群が新たに確認された．また，主部，

西部ともに海域部において最終氷期以降の活動が確

認された．

以上の結果を踏まえて，福井平野東縁断層帯海域

部の活動性について考察を加え，まとめとする．

5.1 福井平野東縁断層帯海域部の活動時期

福井平野東縁断層帯主部の海域部は，A 層基底以

上に変位，変形を与えている．陸に近い FKI3 測線

では，隆起側の海底面にはD1層が露出しているため，

海底面の段差が差別侵食である可能性もある（第 8
図，第 11 図）．しかし，FKI4 測線では海底面に撓み

が見られ，断層運動による変形と考えられる（第 9
図）．また，FKI2 測線では A 層基底に変形と推定さ

れる撓みが認められる（第 10 図）など，陸から

4 km 程度の区間では完新世に活動があったものと考

えられる．それより沖側では B1-3 層以下の地層に変

位，変形が認められる（第 5 図，第 6 図）．ただし，

海上保安庁海洋情報部（2004）の No. 11 測線で認め

られる変形は，音源のバブリングの影響で，変形を

受けた最上位の層準は不明であるが海底面には変形

が及んでいない（第 15 図）．

福井平野東縁断層帯主部海域部において北東側を

隆起させる断層群の南西側に分岐する断層は，分岐

地点から FKI7 測線あたりまでの約 3 km の区間では

B1-3 層以下の地層に変位，変形が認められ，それよ

り沖側では海底面にも変位，変形が認められる．こ

の断層が確認される最も沖の測線である海上保安庁

海洋情報部（2004）の No. 12 測線（第 20 図）では，

バブリングの影響で変形を受けた最上位の層準は不

明であるが，少なくとも最終氷期の最大海退期以降

に活動があったものと考えられる．

福井平野東縁断層帯西部海域部については FKI2
測線では B2-2 層以下の地層に変位，変形が認められ

（第 16 図），FKI3 測線では A 層基底に撓みが認めら

れる（第 17 図）．その沖側には断層の確認されない

約 1.5 km の区間を挟むものの，海上保安庁海洋情報

部（2004）の No. 25 測線（第 19 図）では海底面に

も影響がおよぶ変形構造が確認される．これらにつ

いては地質構造の連続性は否定できないが，断層の

変位・変形が及んでいる層準が異なっていることか

ら，最終活動時期は異なっている可能性がある．

5.2 福井平野東縁断層帯海域部の活動区間

福井平野東縁断層帯主部海域部のうち海底面に変

形が認められるのは，海岸線から 4 km の区間と西側

に分岐した断層の沖側約 5 km の区間である（第 5 図，

第 6 図）．両者は B1-3 層以下の地層にのみ変形を与

えている 3～4 km の区間を挟んでいるものの，一括

して活動する可能性があり，その場合の長さは

11.5 km となる．

福井平野東縁断層帯西部海域部にあたる断層は長

さ 3 km ほどが連続して認められる．陸側の 0.5 km
程度の区間は B2-2 層以下の地層に変位，変形が認め

られ，沖側の約 2.5 km の区間は A 層以下の地層に変

位，変形が認められる（第 5 図，第 6 図）．それより

沖側は，FKI4 測線には断層変形と考えられる構造は

認められないが，海上保安庁海洋情報部（2004）の

No. 25 測線には海底面に変形が認められる．断層変

形が認められない区間は最大 1.5 km 程度であり，そ

の間における地質構造の連続性は否定できないこと

から，断層長に関しては一連のものとして評価する

のが妥当と考える．

5.3 福井平野東縁断層帯海域部の 1 回の変位量

本断層帯の 1 回の変位量に関する直接的な情報は

得られていないが，本調査の音波探査記録から，福

井平野東縁断層帯主部では海底面に最大 1.1 m の高

低差が FKI9 測線の反射断面から読み取れる . した

がって，1 回の活動で見かけ上 1.1 m の垂直変位が生

じた可能性はある．しかし，断層活動後の堆積や侵

食作用などによる地形変化のため，海底面の高低差

が 1 回の断層活動による変位量を保存しているとは

限らない．また複数回の累積変位の結果である可能

性もある．

一方，福井平野東縁断層帯西部では，海底面に変

位，変形は認められず，A 層基底面に 0.4 m の変位

が読み取れるのみで，1 回の変位量は不明である．

5.4 福井平野東縁断層帯海域部の平均変位速度

A 層基底面の年代を 1.8 万年前として，福井平野

東縁断層帯主部の垂直変位（0.8～1.5 m）に関して平

均変位速度（見かけの上下変位）を計算すると 0.04
～0.08 m/ 千年となる．この値は地震調査研究推進本

部（2009）による陸域の上下変位速度（0.2～0.5 m/
千年）よりも有意に小さい値となっている．これは

海域部が本断層帯の末端部であり変位量そのものが

小さい可能性がある．また，海域部で確認された断

層の分布形態は上下変位を伴う複数の横ずれ断層が

並走しており，上下変位量自体が分散されている可

能性もある．ただし，本断層帯が横ずれ変位をとも

なうことを考慮すると，その変位速度はより大きく

なり，松田（1975）の活動度による分類では B 級の

活断層となる可能性が高い．

謝辞　本研究を実施するにあたり，調査海域に隣接

する自治体および漁業関係の方々には調査の趣旨を

御理解いただき，多大なる御協力をいただきました．
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また，査読者である活断層・地震研究センター活断

層評価研究チーム　吉岡敏和研究チーム長，丸山 正
研究員には，原稿の細部にまでわたって有益な助言

をいただきました．ここに記して感謝の意を表しま

す．

文　献

福井県（1998）福井平野東縁断層帯に関する調査（剣ヶ

岳断層，細呂木断層，篠岡断層，松岡断層，福

井地震断層，福井東側地震断層）成果報告書．

福井県，153p.
福井県（2010）福井県地質図 2010 年版．財団法人 

福井県建設技術公社．

廣内大助 ･ 杉戸信彦 ･ 細矢卓志 ･ 真柄耕治 ･ 吉岡敏

和（2008）トレンチ掘削調査に基づく福井平野

東縁断層帯の古地震活動，日本地質学会第 115
年学術大会講演要旨，p.272．

地震調査研究推進本部（2004）福井平野東縁断層帯

の長期評価について．http://www.jishin.go.jp/
main/chousa/katsudansou_pdf/58_fukui-heiya.pdf

地震調査研究推進本部（2005）福岡県西方沖の地震

活動．http://www.jishin.go.jp/main/chousa/major_
act/act_2005.htm#a20050320

地震調査研究推進本部（2007）新潟県中越沖地震の

地震活動．http://www.jishin.go.jp/main/chousa/
major_act/act_2007.htm#a20070716

地震調査研究推進本部（2009）福井平野東縁断層帯

の長期評価の一部改訂について．http://www.
jishin.go.jp/main/chousa/katsudansou_pdf/58_fukui-
heiya_2.pdf

地震調査研究推進本部（2010）「全国地震動予測地図」

の更新について．http://www.jishin.go.jp/main/
chousa/10_yosokuchizu/100520yosokuchizu.pdf

地震調査研究推進本部（2011）主要活断層帯の長期

評価による地震発生確率値．http://www.jishin.
go.jp/main/choukihyoka/kaku110101.pdf

海上保安庁海洋情報部（2004）沿岸海域海底活断層

調査「加賀－福井沖」資料整理報告書．55p.
鹿野和彦・原山　智・山本博文・竹内　誠・宇都浩三・

駒沢正夫・広島俊男・須藤定久（1999）20 万分

の 1 地質図幅「金沢」，地質調査所．

鹿野和彦・山本博文・中川登美雄（2007）福井地域

の地質．地域地質研究報告（5万分の1地質図幅），

産総研地質調査総合センター，68p．
活断層研究会（1980）日本の活断層．東京大学出版会．

363p.
小林直城・平松良浩・河野芳輝・竹内文朗（2001）

重力異常による福井平野の 3 次元基盤構造の推

定－福井地震およびその周辺の活断層との関係

－．地震，第 2 輯，54，1-8.
町田　洋・新井房夫（2003）新編 火山灰アトラス．

東京大学出版会，336p.
松田時彦（1975）活断層から発生する地震の規模と

周期について．地震，第 2 輯，28，269-283．
Office of the Engineer, General Headquaters, Far East 

Command (1949) : The Fukui Earthquake, Hokuriku 
Region, Japan, 28 June 1948, 1(Geology), 81p.

小笠原義勝（1949）福井地震の被害と地変．地理調

査時報，特報 2，1-13.
Tsuya, H. (ed.) (1950) : The Fukui earthquake of June28，

1948．Rept．Spec．Comm．Fukui Earthq．p.1-197.
山本博文（2010）第 2 章 福井平野と福井地震断層 ･

福井東側地震断層．1948 福井地震報告書．中央

防災会議 災害教訓の継承に関する専門調査会，

印刷中．

山本博文・上嶋正人・岸本清行（2000）ゲンタツ瀬

海底地質図．海洋地質図，50，地質調査所．

吉川周作（1976）大阪層群の火山灰層について．地

質学雑誌，82，497-515．

（受付：2011 年 10 月 9 日，受理：2011 年 11 月 30 日）



阿部信太郎・伊藤谷生・山本博文・荒井良祐・中山貴隆・岡村行信

156

第 1 表 調査項目及び数量表. 

Table 1. Survey items and volume. 

調査項目 
測線数／範囲／採泥

地点数 

距離／面積／総掘深

長 

マルチチャンネル 

音波探査（エアガン） 
1 測線 35km 

高分解能マルチチャンネル

音波探査（ブーマー） 
12 測線 184km 

精密地形調査 約 1.8×2.9km 4.5km2 

柱状採泥 7 地点 11.59 m 

 
第 2 表 探査仕様. 

Table 2. Data acquisition parameters for seismic profiling survey. 

  調査手法 
高分解能マルチチャンネル 

音波探査 

マルチチャンネル 

音波探査 

送
信
部 

音源 ブーマー（電磁誘導振動素子） 

エアガン 

（圧縮空気放出式） 

(460cu-in) 

発振エネルギー 約 200 J 約 11 MPa 

発振周波数 500～5,000 Hz 
～140 Hz 

（中心周波数：60Hz） 

音源の深度 0.5 m 5 m 

船尾と音源の距離 25 m 40 m 

発振点間隔 2.5 m 12.5 m 

受
信
部 

受信器 
圧電型振動素子 

（ストリーマー） 

圧電型振動素子 

（ストリーマー） 

チャンネル数 12 ch 48 ch 

チャンネル間隔 2.5 m 12.5 m 

受信器の深度 0.5 m 5 m 

船尾とニアチャンネ

ルの距離 
30 m 115 m 

収
録
部 

探鉱機 24bit （GEODE） 24bit （GEODE） 

記録方式 SEG-Y SEG-Y 

重合数 6 24 

サンプリング間隔 0.125 msec. 1.0 msec. 

記録長 
0.42 sec. 

（プレトリガー：0.02sec） 
4.0 sec. 

測点間隔（CMP 間隔） 1.25 m 6.25 m 

測位 DGPS DGPS 

船速 約 3 ノット 約 3 ノット 

第 1 表．調査項目及び数量表．
Table 1. Survey items and volume.

第 2 表．探査仕様．
Table 2. Data acquisition parameters for seismic profiling survey.
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第 3 表 層序対比表. 

Table 3. Division and correlation of strata in and around the study area. 

 

 

    

 

                       

未補正 14Ｃ年代 

（yBP） 

8,790±50 

7,970±50 

7,840±50 

9,030±50 

14Ｃ年代* 

（yBP） 

8,810±50 

8,030±50 

7,810±50 

9,030±50 

δ13Ｃ 

（‰） 

-23.4 

-28.7 

-26.0 

-25.3 

測定方法 

AMS 

AMS 

AMS 

AMS 

試料の種類 

植物片 

植物片 

植物片 

植物片 

深度（cm） 

（海底面下） 

103 

108 

122 

157 

試料名 

FI2a-3-103 

FI2a-3-108 

FI2a-3-122 

FI10-157 

第 4 表  14C 年代測定結果． 

Table 4. 14C dating results. 

 

* 補正した年代 

誤差は 1σ 

 

第 3 表．層序対比表．
Table 3. Division and correlation of strata in and around the study area.

第 4 表．14C 年代測定結果．
Table 4. 14C dating results.
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第 1 図 福井平野周辺の概要と活断層分布. 

Fig. 1. Index map and active fault distribution around the Fukui plain. 

 

第 1 図．福井平野周辺の概要と活断層分布．
Fig. 1. Index map and active fault distribution around the Fukui plain.

N 

 

    

  

                       

第 2 図 調査位置図. 

Fig. 2. Location map of the survey. 

 

第 2 図．調査位置図．
Fig. 2. Location map of the survey.
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第 3 図 底質採取コアの柱状図． 

Fig. 3. Geologic columns of the sampling cores. 

 

N 

 

 

 

 

 

 

第 4 図 地質構造図 

Fig. 4. Geological structure map. 

 

第 3 図．底質採取コアの柱状図．
Fig. 3. Geologic columns of the sampling cores.

第 4 図．地質構造図．
Fig. 4. Geological structure map.
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N 

     

第 5 図 断層位置図． 

Fig. 5. Fault location map. 

 

N 

   

第 6 図 断層分布図． 

Fig. 6. Fault distribution map. 

 

第 6 図．断層分布図．
Fig. 6. Fault distribution map.

第 5 図．断層位置図．
Fig. 5. Fault location map.
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高分解能マルチチャンネル音 
波探査でとらえられた撓曲帯 
と等深線が湾曲するエリア 

D1 層露出域  

N 
A 層基底面が落ち込んでいる 

第 11 図．海底地形の特徴と断層の位置．
Fig. 11. Sea floor topography off eastern margin of the Fukui plain showing the offshore 

extension of the main part fault.
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